
L型雨水桝を設置する間隔は、おおむね20m毎に設けるものとするが、現地状況により最終の位置を決定するものとする。
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①Ｌ型側溝450型用

※上部と下部を分けて施工する等の二段階施工（継ぎ足し）とする場合は、下記のとおりとする。
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東大阪市章
PL-22×38×3.2t（普通目）
PL-22×48×3.2t（細目）※歩道端部に設置する場合は、細目とすること。

・打ち継ぎ目部に差し筋（D13 L=150mm以上）を施工すること。

・差し筋の根入れは、L/2とする。　L：差筋の長さ

施工すること。

・差し筋は、集水桝の長手方向に4本以上、短手方向に3本以上

PL-22×48×3.2t（細目）

現場打ち集水桝 ※車両乗入部等に設置する場合
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L型雨水桝構造図（５５０型）

L型雨水桝構造図（４５０型）
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RC-400.056m3基　礎　砕　石

ダクタイル鋳鉄製1蓋　及　枠

〃1ＲＥ型ブロック

鉄筋コンクリート1ＲＤ型ブロック

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ、t=150mm1調整ブロック

鉄筋コンクリート1

縁　石　用1

摘　　　　要数　量品　　　名

ＲＣ型ブロック

※ＲＡ型ブロック

1
00※

※

※ＲＡ型ブロックについては、上記構造を標準とするが、土地利用等に合わせて、

ＲＡ型ブロックの構造を使い分けること。

※ＲＡ型ブロックについては、上記構造を標準とするが、土地利用等に合わせて、

ＲＡ型ブロックの構造を使い分けること。

RD型

RE型
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RC-400.056m3基　礎　砕　石

ダクタイル鋳鉄製1蓋　及　枠

〃1ＲＥ型ブロック

鉄筋コンクリートＲＤ型ブロック

調整ブロック

鉄筋コンクリート1ＲＣ型ブロック

縁　石　用1

摘　　　　要数　量品　　　名

※ＲＡ型ブロック
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②Ｌ型側溝550型、街渠桝用

RE型

RD型

調整ﾌﾞﾛｯｸ

基礎砕石

※Ｌ型側溝との流水部を合わせるため、Ｌ型側溝が100㎜出ます

※Ｌ型側溝との流水部を合わせるため、Ｌ型側溝が50㎜出ます
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保護砂(360°巻)
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　根元で閉塞すること。

・管種は、ＶＵ管とする。

・取付管は、平面図上、一直線となるよう施工すること。

・既存管を再利用する場合は、健全性を確認の上、別途協議とする。

・既存管を撤去する場合は、管を残置せず全て除去し、管口は雨水本管の

・管径は、雨水桝４５０型使用の場合　φ１５０mm

　　　　　　　　５５０型使用の場合　φ２００mm　とする。

雨水取付管一般図

断面


